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身
に
付
け
さ
せ
た
い
力 

低学年 中学年 高学年 

１ 
 

年 

○大事なことを落とさないよう

にしながら興味をもって聞い

たり、話題に沿って話し合っ

たりする力 

 

○事柄の順序を整理し、簡単な

構成を考えて文や文章を書く

力 

 

○自分と友達の意見を比べ、同

じところや違うところを見付

け、発表したり書いたりする

力 

 

○事柄の順序や場面の様子など

に気付いたり、想像を広げた

りしながら読む力 

 

○句読点や「」などを正しく文

章表記する力 

 

○長音、拗音、促音、撥音等の

表記ができ、助詞の「は」、

「へ」、及び「を」文の中で

正しく使う力 

３ 
 

年 
 
 
 

 

○理由や事例などを挙げなが

ら、話の中心が明確になるよ

う話したり、相手が伝えたい

ことや自分が聞きたいことも

中心を捉えて聞いたり、互い

の意見の共通点や相違点に注

目して話し合う力 

 

○自分の考えとそれを支える理

由や事例との関係を明確にし

工夫して書く力 

 

○登場人物の気持ちの変化や性

格、情景を叙述を基に捉えた

り、中心となる語や文を見付

け要約したりし、感じ方には

違いがあることに気付きなが

ら読む力 

 

○句読点を適切に打ち、文章を

書いたり、辞書を利用したり

して調べる力 

 

 

 

 

５ 
 

年 

○話の内容が鋭角になるように

話の構成を考えて話したり、

相手の目的や意図に応じて自

分の考えと比較して聞いた

り、互いの立場や意図を明確

にしながら計画的に話し合う

力 

 

○自分の考えを明確に表現する

ために、文章全体の構成や展

開を考えたり、書き表し方を

工夫したりして文章を書く力 

 

○登場人物の相互関係や心情、

描写を基に捉えたり、必要な

情報を見付け、文章全体の構

成を捉えて要旨を把握したり

し、自分の考えをまとめたり

広げたりしながら読む力 

 

○語彙を豊かにし、語感や言葉

の使い方に対する感覚を意識

して、語や語句を使う力 

２ 

年 

４ 
 

年 

６ 
 

年 



 

 

 

児
童
の
実
態 

低学年 中学年 高学年 

１ 
 

年 

○スピーチ活動を積極的に取り入

れ「いつ、どこで、なにをした。」

という簡単な話をすることがで

きるようになってきた。 

○教科書の文型を手本として、「い

つ、どこで、なにをした。」とい

う程度の簡単な文章を書くこと

ができる。 

○挿絵と結び付けて想像した場面

の様子を友達と交流したり、登

場人物になって気持ちを発表し

たりすることに楽しんで取り組

んでいる。 

○「問い」と「答え」など文の役

割について理解できてきてい

る。 

○音読の家庭学習を毎日継続する

ことにより、音読の力を伸ばし

ている。 

○おすすめの７０冊を中心に、意

欲的に読書に取り組んでいる。 

○自分の興味・関心に沿って、本

を選択し読むことができる。 

○視写の速度に個人差が大きい。 

○ひらがなの学習を終えたが、ひ

らがなが定着していない児童

や、濁音や半濁音、拗音、促音

などの使い方が身に付いていな

い児童もいる。 

 

３ 
 

年 

○書き出しの工夫、会話文やその

様子を入れて書くこと、中心を

はっきりさせ、分かりやすくま

とめることを意識して書くこ

とができなかったり、語彙力が

乏しかったりする児童もいる。 

○ノートに読み取ったことや自

分の考えを書くことはできる

が、要点を押さえ、段落相互の

関係などに気を付けて、分かり

やすくまとめることが苦手で

ある。 

○考えた内容をグループで話し

合い、友達と考えを共有したり

まとめたりすることができる

ようになってきている。 

○読書活動には、積極的に取り組

み、調べ学習のために読書をし

たり、参考になる本を集めたり

するなど意欲的に取り組んで

いる。 

○相手に応じた話し方や聞き方

への意識が低い児童が多く見

られる。特に、話の聞き方が良

くない児童が多く、話し手を見

て聞くことが苦手である。 

○国語辞典や漢字辞典の使い方

を知り、辞書を身近に置くこと

で、言葉への関心を高めてい

る。 

 

５ 
 

年 

○聞き手を意識した話し方がで

きる児童は少ない。また、相手

の話を注意深く聞いたり、自分

の意見と比べたり、出た意見を

まとめたりすることには課題

がある。 

○「始め」「中」「終わり」の簡単

な構成で書くことができる。し

かし、情報が整理できずに伝え

たいことがはっきりしなかっ

たり、語彙や表現力が乏しかっ

たりする児童もおり、個人差が

大きい。 

○読書活動への取り組む姿勢に

個人差が見られる。また、読む

本に偏りがみられる。 

○物語を読むことが好きな児童

は多い。登場人物の心情を想像

することはできているが、場面

のつながりを意識して読むこ

とができている児童は少ない。 

○説明文では、文章のキーワード

を押さえながら内容を捉える

ことができる。しかし、抽象的

な言葉の理解や筆者に対して

の意見をもって読むことは個

人差がある。 



 

 

 

 

 

 

 

２ 

年 

○発言や発表の際の声が小さく、

全体に届かないことが多い。 

○原稿用紙の使い方が身に付いて

いない児童が多い。 

○ほとんどの児童が、物語の内容

の大体を理解しながら読むこと

ができる。 

○音読の活動を継続して行うこと

で、声の強弱や間の取り方を工

夫することや、内容を把握して

読むことができるようになって

きている。 

○読書タイムや図書の時間に、意

欲的に読書をする児童が多い。 

○「は」と「わ」、「を」と「お」

の使い分けが曖昧な児童が見ら

れる。 

○学習した漢字を適切に作文や文

章に書き表すことが難しい児童

が多い。 

○とめ・はね・はらいに気を付け、

字形を整えて正しく漢字を書い

ている児童は少ない。 

 

 

 

 

４ 
 

年 

○自分の生活を振り返らせる文

章を書かせると、いつ、どこで、

誰と、何をしたという程度の文

章を書くことはできる。一方

で、説明的文章を読んで分かっ

たことを自分の言葉でまとめ

たり、文学的文章を読んで感想

を捉えたりする際に、大切な事

柄を落としてしまう児童が多

かった。 

○発表自体、苦手意識をもってい

る児童は多くないが、発言や発

表の際の声が小さく、全体に届

かないことが多い。 

 興味のある発表では、意欲的に

取り組むことができた。 

○グループによる話し合い活動

では、テーマについて全員が自

分の考えを言うことが難しい。

話し合いの経験や語彙力が少

なく、スキルが身に付いていな

いことが多い。 

○段落のつながりを考えたり、登

場人物の気持ちや様子を考え

たりする際、言葉に着目して読

むことができる。 

○調べ学習の際には、図書資料か

ら事実を読み取ることに意欲

的に取り組んでいる。 

○自分の意見や考えを筋道立て

て、簡潔にまとめて伝えること

が苦手な児童が多い。 

○読書活動に意欲的に取り組む

児童が多い。 

 

６ 
 

年 

○自分の考えを伝えることはで

きる。しかし、互いの意見や考

えなどを関わらせながら、考え

をまとめたり広げたりする力

が弱い。 

 

○自分の考えの根拠を明らかに

して書くことができるように

なってきた。しかし、情報が整

理できず、筋道の通った文章に

ならなかったり、語彙や表現力

が乏しかったりする児童がい

たりし、個人差が大きい。 

 

○優れた描写に着目しながら、読

み進めることができる児童が

増えてきた。しかし、文章を読

んで理解したことに基づいて

自分の考えをまとめる力は、個

人差がある。 

 

○読書活動に意欲的に取り組む

児童が多く、読書タイム以外の

時間にも本を読む姿が見られ

る。 

○図書資料を積極的に活用して

調べ活動に取り組む児童が増

えてきている。必要な情報を選

択して活用する力が弱い。 



 

 

 

授
業
改
善
の
具
体
的
な
手
立
て 

低学年 中学年 高学年 

<１年> 

話す・聞く力を育てる 

○相手を意識して話す場を設ける。 
・相手に伝わる話し方のモデル 
を示す。 

・朝の会のスピーチ活動を年間を通
じて継続し、話す力、聞く力、質
問の力を伸ばす。 
書く力を育てる 

・実物投影機でモデルを示し、書き
方を知らせていく。 

読む力を育てる 

○ＩＣＴ機器の有効活用 

 挿絵や写真、動画や音声を有効活
用しながら、大よその内容を読み
取れるようにしていく。 

○ワークシートの工夫 

・児童が書き込みやすいようにマス
目の記入欄にし、教科書と同じ写真
や挿し絵を活用した分かりやすい
ワークシートを活用する。 

○発問の工夫 

・児童の興味を活かした発問をする。 
・発問を工夫し、書かれていること
から、場面や情景を豊かに想像で
きるようにする。 

○読書活動の充実 

・読書の楽しさを味わえるよう、読
書タイムの読み聞かせ、図書の時
間の活動の工夫を継続する。 

・「本郷小の１５０冊」読書活動を推
進し、読書への関心を高めていく。 

言葉についての知識・理解を育てる 

・濁音や半濁音、拗音、促音、など
に気をつけながら視写させる。 

・既習文字や漢字を使って言葉集め
をし、語彙や知識を増やしていく。 

 

＜３年＞      

話す・聞く力を育てる 

○対話、話し合いの工夫 

・聞く・話すことを日常的に意識で
きるようにする。例えば、スピー
チを聞いた後に意見を述べ合う機
会を多くもつ。 

・司会台本を活用し、話し合いの方
法を知らせる。 

書く力を育てる 

・毎週１回、１００ます作文として、
会話文書き出しや自分の気持ちを
書かせる指導を行う。作文には、コ
メントを付け、表現力を養う。書く
ことへの抵抗感をなくす。 

読む力を育てる 

○ＩＣＴ機器の有効活用 

挿絵や写真を ICT機器で拡大表示
し、内容を読み取れるようにする。 

○ワークシートの工夫 

・めあてや考え、まとめを内容に盛
り込むことで他教科のまとめ方に
もつながる形式にする。 

・これらの形式をノート指導へ移行
していく。 

○発問の工夫 

・確かな理解を促すため何を考えた
らよいのかを明確にした発問をす
る。 

・書かれていることから、場面や情
景を豊かに想像できるようにする
ため発問と教材の提示を有効的に
組み合わせる。 

○対話、話し合いの工夫 

・意見をまとめたり深めたりするた
めに、対話やグループによる司会
を立てた話し合いを設定する。 

○読書活動の充実 

・読書タイムでは、じっくりと読書
できる静かな雰囲気をつくり、読
書の楽しさを味わわせる。 

・「本郷小の１５０冊」読書活動を推
進し、読書に対する関心を高める。 

・紹介したい本の説明をしたり情報
収集のために読書したりする活動
を設定する。 

言葉についての知識・理解を育てる 

〇辞書の活用 

・辞書を身近に置き、すぐに調べら
れるようにする。自分用の辞書を
購入させ、付箋を貼りながら、言
葉に興味をもたせ、語彙を増やす。 

＜５年＞ 

話す・聞く力を育てる 

・取材や資料集めを行い、根拠をはっ
きりさせて話すことができるよう
にする。 

・クラス全体やグループなど話し合う
場を工夫し、話したり聞いたりする
力を育てる。 

書く力を育てる 

・簡単な構成メモを書くようにし、書
きたいことを整理させるようにす
る。 

・書く題材に合わせて、使えそうな語
彙の提示することで語彙を増やし、
表現力を培う。 

・自分の考えをノートに書く習慣を身
に付けさせるために、書く時間の確
保を図る。 

読む力を育てる 

○話し合いの工夫 

・自力解決の時間を保証する。 

・意見をまとめたり深めたりするため
に、グループや全体での話し合う時
間を設ける。 

○読書活動の充実 

・伝記や意見文、解説文や新聞など、
さまざまなジャンルの本を読む場
を設定する。 

・並行読書を取り入れ、読書の幅を広
げる。 

○言語活動の工夫 

・教材の特性に合わせ、多様な言語活
動を設定する。 

言葉についての知識・理解を育てる 

○辞書の活用 

・辞書を身近に置き、すぐに調べられ
るようにする。 

 



 

 
 
 
 
 
 
 
 
授
業
改
善
の
具
体
的
な
手
立
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<２年> 

話す・聞く力を育てる 

〇対話、話し合いの工夫 

・短く話す機会を意図的に設定し、継続

的に取り組むことで話すことへの抵

抗感を減らしていく。 

・相手の話を聞いた後に質問をする活動

や相手が話した内容をもう一度説明

する活動などをすることで、ゲーム性

をもたせ、楽しみながら相手の話を聞

くことができるようにする。 

書く力を育てる 

・出来事を順序よく書いたり、簡単な構

成を考えて書いたりすることができ

るように、接続語に着目させたり、モ

デルを示したりすることで「書く」こ

とへの負担を減らしていく。 

読む力を育てる 

○基本内容の読み取りの定着 

・物語文においては、時・場所・登場人

物・主人公の気持ちの変化を、説明文

においては、「はじめ・中・終わり」

に分ける活動を各単元で確実に行い、

内容を読み取ることができるように

していく。 

・繰り返し使われる言葉や表現に注目さ

せ、文章のキーワードを書き抜けるよ

うにしていく。 

○発問の工夫 

・児童の予想や意見のずれが生まれる発

問を行っていくことで、児童が主体的

に文章を読むことができるようにし

ていく。 

○読書活動の充実 

・読書タイムや週１回の図書の時間読み

聞かせを活用し、読書の楽しさを味わ

わせる。 

言葉についての知識・理解を育てる 

・正しい文字を書くことができるよう

に、漢字のノートや漢字テストを丁寧

に添削する。特にとめ・はね・はらい

と画の長さについては、見本を示すな

どして丁寧に指導する。 

・言葉集めや、既習の漢字を使った作文

を書く機会を意図的に設定していく。 

・促音、句読点、「 」や段落などに気

を付けながら視写させる。 

＜４年＞ 

話す・聞く力を育てる 

○対話、話し合いの工夫 

・初めは司会台本を活用し、グループと

しての意見の深め方についても知らせ

ていく。 

・適宜話す機会を設け、筋道を立てた話し

方に継続的に取り組み、話すことへの

抵抗感をなくす。 

・メモの取り方を示し、正しく聞き取ら

せるようにする。 

書く力を育てる 

・行事後や単元の学習の中で、作文を書

く機会をつくり、書き方のモデルを示

したり、皆でよりよい書き方を考えた

りしていく。 

読む力を育てる 

○ノート指導の工夫 

・ノートの使い方を知らせ、板書のみで

はなく、考えや感想を書かせる。 

・ノートをこまめにチェックし、コメン

トを入れる。 

○対話、話し合いの工夫 

・意見をまとめたり深めたりするために

対話やグループによる話し合いを設定

する。 

○読書活動の充実 

・読書タイムでは、じっくりと読書でき

る雰囲気をつくり、読書の楽しさを味

わわせる。 

・司書と連携し、調べ学習のために図書

室を活用して必要な本を選び、情報収

集のために読書をする時間を設ける。 

言葉についての知識・理解を育てる 

〇辞書の活用 

・国語辞典、漢字辞典を準備しておき、

分からない言葉や漢字は、すぐに調べ

るように声をかける。 

＜６年＞ 

話す・聞く力を育てる 

・クラス全体やグループなど話し合う

場を工夫したり、意図的に場を多く

設定したりすることで、友達の考え

と自分の考えを比較し、共感したり、

補足や反論をしたりできるようにす

る。 

書く力を育てる 

・簡単な構成メモを書くようにし、書
きたいことを整理させるようにす
る。 

・書く時に使える語句や表現を示し、自

分の考えを豊かに表現できるようにす

る。 

・俳句指導を通して、豊かな表現力を
身に付けさせる。 

 

読む力を育てる 

○読書活動の充実 

・伝記や意見文、解説文や新聞など、
さまざまなジャンルの本を読む場
を設定する。 

・並行読書を取り入れ、読書の幅を広
げる。 

○言語活動の工夫 

・教材の特性に合わせ、多様な言語活
動を設定する。 

○発問の工夫 

・学習のめあてに迫るために、考える内

容が明確な発問にする。 

○話し合いの工夫 

・自力解決の時間を保証する。 

・意見をまとめたり深めたりするために、

グループや全体での話し合いを設定す

る。 

言葉についての知識・理解を育てる 

○辞書の活用 

・辞書を身近に置き、すぐに調べられる

ようにする。 

○図書資料の活用 

・調べ学習の際に、３階図書室を利用す

ることを推奨する。 

 


